
市
内
の
全
世
帯
の
約
１
割
が
、
高
齢
単
身
世
帯

成
22
年
に
行
っ
た
国
勢
調

査
に
よ
る
と
、
市
内
の

65
歳
以
上
の
高
齢
単
身
世
帯
は

１
９
９
６
世
帯
。
こ
れ
は
同
年
の

総
世
帯
の
約
７・
３
％
に
あ
た
り

ま
す
。　

　
一
方
、
最
新
の
国
勢
調
査
（
平

成
27
年
）
に
よ
る
と
高
齢
単
身
世

帯
は
、
２
５
６
９
世
帯
ま
で
増
加

し
、
総
世
帯
数
２
万
７
２
８
８
世

帯
の
１
割
に
迫
る
、
約
９・
４
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
介
護
予
防
の
充
実

　
石
岡
市
で
は
、
平
成
30
年
３
月

に
「
石
岡
ふ
れ
あ
い
長
寿
プ
ラ
ン

第
７
期
（
平
成
30
年
度
～
32
年

度
）」
を
策
定
し
、

1
認
知
症
介
護
を
支
え
る
仕
組
み

　
づ
く
り

2
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携

3
生
涯
現
役
の
推
進

4
介
護
予
防
の
充
実

5
地
域
で
の
支
援
体
制
強
化

　
な
ど
を
掲
げ
ま
し
た
。（
プ
ラ

ン
か
ら
抜
粋
）

　

団
塊
の
世
代
が 

75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
に
な
り
、
高
齢
化
率

35
・
３
％
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る

２
０
２
５
年
に
向
け
て
、シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
始
め
、
高
齢
者

で
も
無
理
な
く
行
え
る
ス
ポ
ー
ツ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
矢
（
２
０
１
９
い

き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
）
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
、
公
民
館
で
の
健

康
体
操
講
座
と
い
っ
た
介
護
予
防

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
現
役
で

  

地
域
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

　
石
岡
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー（
石
岡・小
美
玉
市
）で
は
、

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を

生
か
し
、
協
力
し
な
が
ら
、
働
く

こ
と
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
高
齢
者
６
１
６
人
（
石
岡
市
）

が
登
録
し
、
施
設
管
理
や
庭
木
の

剪
定
な
ど
幅
広
い
仕
事
を
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。
会
員
最
高
齢
89

歳
の
方
は
、
下
校
時
の
子
ど
も
た

ち
を
見
守
る
な
ど
、
ま
さ
に
生
涯

現
役
を
体
現
。

　
そ
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
課
が
担

当
す
る
「
歴
史
の
郷
い
し
お
か
市

民
講
師
」
と
い
う
制
度
は
、
こ
れ

ま
で
に
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、

講
師
と
な
っ
て
、
ほ
か
の
人
に
教

え
る
と
い
う
も
の
で
、
登
録
し
て

い
る
54
人
の
市
民
講
師
の
う
ち
、

65
歳
以
上
の
市
民
は
24
人
。
折
り

紙
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

琴
、
着
付
け
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
な
ど
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

---------------------------------
　
生
涯
現
役
で
暮
ら
す
た
め
に
は

仕
事
で
あ
れ
、
趣
味
で
あ
れ
、
家

庭
や
地
域
の
中
で
役
割
を
も
ち
、

生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
が

必
要
で
す
。

　
石
岡
市
で
は
「
あ
な
た
が
、
あ

な
た
ら
し
く
」
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
支
援
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。
在
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
援
す

る
事
業
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す

（
左
ペ
ー
ジ
へ
↖
）。

平

▲片岡地区のミニサロンの様子（平成 30 年 9 月 5 日撮影）。32 軒の地区で 22 人が登録しています。「地区の人たち
とシルバーリハビリ体操を行いたい」と考えた宮本利江さんが、平成 29 年にミニサロンを立ち上げ、現在は夫の勝
喜さんが引き継ぎ、第 1・3 水曜日に、リハビリ体操・健康講話・出前講座などの内容で活動されています。

広報いしおか４月 15 日号　№３２５ 　　２　　　　　　　

「
在
宅
で
の
暮
ら
し
」
支
援
制
度
を
ご
紹
介

※ミニサロンとは、在宅で生活する高齢者の仲間づくり等の交流活動を通して、孤独感や不安感の解消と介護予防のために地域住民が
　主体となって開催している場で、市社会福祉協議会の事業です。



外
出
や
簡
単
な
家
事
の
支
援

▼
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、
外
出
や

　
軽
度
な
家
事
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
／
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る

　
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

　
の
み
の
世
帯（
所
得
制
限
あ
り
） 

利
用
回
数
／
１
週
間
１
回

（
１
時
間
以
内
・
月
４
時
間
以
内
） 

利
用
料
金
／
１
時
間
２
９
０
円 

※
申
請
受
付
後
、
職
員
が
訪
問
し

　
生
活
状
況
を
伺
い
ま
す
。 

---------------------------------

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ 

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
短
期

　
宿
泊
し
、
日
常
生
活
の
指
導
・

　
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

対
象
／
①
在
宅
生
活
に
支
障
の
あ

　
る
人　
②
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高

　
齢
者
の
み
の
世
帯
で
体
調
不
良

　
に
よ
り
一
時
的
に
日
常
生
活
が

　
困
難
に
な
っ
た
人 

配
食
サ
ー
ビ
ス

▼
安
否
確
認
を
か
ね
て
昼
食
の
お

　
弁
当
を
配
達
し
ま
す
。

　
減
塩
、
糖
尿
病
、
き
ざ
み
食
な

　
ど
特
別
食
に
対
応
可
能
で
す
。 

対
象
／
心
身
の
障
が
い
な
ど
で
自

　
ら
調
理
す
る
の
が
困
難
な
ひ
と

　
り
暮
ら
し・高
齢
者
の
み
の
世
帯 

利
用
料
金
／
１
食
３
５
０
円 

愛
の
定
期
便 

▼
安
否
確
認
を
か
ね
て
週
２
回
、

　
２
本
ず
つ
ヤ
ク
ル
ト
を
配
達
し

　
ま
す
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
の
同

　
時
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
）。

対
象
／
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

　
で
病
弱
な
人 

シ
ル
バ
ー
カ
ー
購
入
助
成 

▼
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
補
助
金
な
く
な
り
次
第
終
了
。

対
象
／
常
に
杖
な
ど
が
必
要
な
人

助
成
額
／
購
入
価
格
の
２
分
の
１

　
以
内
（
限
度
額
５
０
０
０
円
、

　
２
年
度
内
１
回
の
み
）

申
請
に
必
要
な
も
の
／
購
入
時
の

　
領
収
書
・
振
込
先
の
口
座
番
号

　
が
分
か
る
も
の
・
認
め
印 

徘
徊
高
齢
者
の
家
族
支
援 

▼
コ
コ
セ
コ
ム
の
位
置
情
報
端
末

　
機
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
の
基
本
料
金
な

　
ど
を
補
助
し
ま
す
（
世
帯
の
課

　
税
状
況
で
自
己
負
担
あ
り
）。

対
象
／
徘
徊
高
齢
者
を
介
護
し
て

　
い
て
、
か
つ
保
護
で
き
る
人  

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
貸
与

▼
緊
急
時
ボ
タ
ン
一
つ
で
消
防
署

　
に
連
絡
が
で
き
る
よ
う
に
、
電

　
話
機
に
緊
急
通
報
装
置
を
取
り

　
付
け
ま
す
。
会
話
で
き
な
い
場

　
合
で
も
住
所
が
登
録
し
て
あ
る

　
た
め
自
宅
へ
向
か
う
こ
と
が
で

　
き
ま
す（
世
帯
の
課
税
状
況
で
、

　
自
己
負
担
あ
り
） 

。

対
象
／
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
病

　
弱
な
高
齢
者
の
み
の
世
帯 

老
人
性
白
内
障

　
補
助
眼
鏡
等
の
購
入
助
成 

対
象
／
非
課
税
で
、
白
内
障
の
治

　
療
で
水
晶
体
の
摘
出
手
術
を
受

　
け
視
力
矯
正
の
た
め
補
助
眼
鏡

　
等
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
と

　
医
師
が
認
め
た
人 

助
成
額
／
購
入
価
格
の
２
分
の
１

　
以
内
（
限
度
額
２
万
円
、
一
人

　
に
つ
き
一
回
の
み
）

申
請
に
必
要
な
も
の
／
補
助
眼
鏡

　
等
購
入
時
の
領
収
書
（
平
成
31

　
年
度
内
に
購
入
し
た
も
の
）・

　
医
療
機
関
の
証
明
書
・
振
込
先

　
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
・

　
認
め
印 

ね
た
き
り
高
齢
者
の

　
紙
お
む
つ
購
入
補
助 

▼
紙
お
む
つ
・
尿
と
り
パ
ッ
ド
・

　
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
の
購
入
費
の

　
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

限
度
額
／ 

１
か
月
３
２
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の
／
対
象
商
品

　
購
入
時
の
領
収
書
・
振
込
先
の

　
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
・
認

　
め
印

注
意
／
申
請
は
四
半
期
ご
と
。
長

　
期
入
院
（
１
か
月
20
日
以
上
）

　
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

㉄
本
庁 

高
齢
福
祉
課

　
℡
２
３・７
３
２
６

在宅高齢者支援事業を利用するには事前の申し込みが必要です。お気軽にお問い合わせください。 
㉄本庁 高齢福祉課　℡ 23‒7326

「おかえりマーク」は
  高齢者を見守るしるし 

　介護保険の認定の有無に関
係なく、在宅で徘徊行動が見
られる方や徘徊のおそれがあ
る方に、登録番号の入った２
種類のおかえりマーク（防水
反射シール・アイロンシール）
をお渡ししています。
　これにより、警察署と情報
共有し、行方不明となった場
合の早期発見・身元確認を容
易にできるようになります。 
　申請受け付け後、職員がご
自宅を訪問し、生活状況を伺
います。 

介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
在
宅
の
人 
対　象

介
護
保
険
の
認
定
の

有
無
に
関
係
な
く

65
歳
以
上
の
在
宅
の
人 

対　象

在
宅
で
生
活
し
介
護
保
険
の

要
介
護
度
１
以
上
の
認
定
を

受
け
、
非
課
税
世
帯
の
人 

対　象

施設名 利用日数 利用料金

 のぞみ

原則、
年間 20 日間

657 円
（送迎バス・
食費・
居住費は別）

 明翠苑
 センチュリー
 石岡
 ゆうゆう
 やさと

　このマークをつけて不安そうに
歩いている人がいたら、見守りに、
ご協力ください。

　　　　　　　３ 　　広報いしおか４月 15 日号　№３２５


